












 

研究目的 

昭和49年に散発的に増加の傾向を推測せしめた風疹は,50年には各地で流行の

形態を示し51年においては,特に関東以北を中心とする約10年ぶりの大流行と

なった。この流行による被害状況を調査,検討し,今後の風疹の対策の資とする

ことを目的とする。 


